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・進路実現に向け早期よりＳＰＩなど基礎学力向上を目指し学年
と連携し取組む。
・夏季休業中の補習体制の強化と進学者へのサポート体制を
充実させる。

キャリア
教育部

進路
指導課

進路実現に向けた学力の向上

A

今年度も就職率１００％を達成したと
聞き、進路指導が充実していると思
う。特に地元での就職がいいので、
地域の発展に今後も貢献してほし
い。
中学生からは、苅田工業高校の大
学や専門学校への進学先への関心
も高い。生徒の希望進路実現に向
け引き続き進学指導にも力を入れて
ほしい。

学年・普通教科と連携し、夏季休業中の補習体制を綿密かつ効率的に整え、就職試験・大学受験に備える。

キャリア意識の向上

進路閲覧室の利用促進を促し、インターネットを活用した、大学・専門学校・公務員・企業の情報収集を行い、
ＩＴ活用能力を育成する。

A

・インターンシップをより充実させる。
・外部講師招聘講話、卒業生講話など進路意識向上に努める。
・進路ガイダンスの充実を目指し、適職セミナー・企業ガイダン
スの実現を目指す。インターンシップ・進路ガイダンス・工場見学・応募前職場見学・大学との連携授業などを通し、進路意識の向

上に繋げる。

・企業・大学・専門学校の面談においてに、情報収集を綿密に
行い、学年団と連携し進路実現に努める。
・外部講師による適性検査・ＧＤ・公務員対策を実施する。
・学年と進路課が連携し個人面談の充実を図り、進路選択に繋
げる。

進学、公務員希望者にはオープンキャンパスへの参加や、休日や長期休業を利用した各種講習会に積極的
参加を促し、早期より志望校対策を行う。また、ＧＤや適性検査実践講習会を行う。

就職問題集やＳＰＩ問題集などに早期より取組み、模擬試験を実施し結果を反映させ意識向上を目指す。

B

A

進路希望の実現

企業・学校説明会を通して情報収集を行い、個人面接で得た生徒の進路希望を担任団と情報共有しながら、
個に応じた進路指導を行い、ミスマッチのない適切な進路選択を促す。

A A

学習環境の整備と安全管理を行う

清掃活動を徹底させるさせるとともに、美化コンクール・美化点検を定期に行い、美化意識の向上を図る。

Ａ

　日常の清掃活動の徹底、大掃除の時間を設定する等美化意
識の向上ができた。自然災害等の緊急時行動マニュアルの徹
底をはかり、「命を守る」指導を行った。また、保健だよりを定期
的に発行し、感染症や感冒への早期対応に取り組めた。保健だよりを定期に発行し、感染症や感冒への早期対応の指導を継続する。また、自然災害等の緊急時行

動マニュアルの徹底を図り、「命を守る行動」の指導を徹底する。

Ａ

　卒業後は社会人になることを念頭に置き、継続した指導をす
ることで改善を図る。学校生活アンケートはいじめの早期発見
早期対応に役立っている。

A

苅田工業高校を訪問した時にはい
つも生徒の挨拶の良さに驚かされ
る。社会に出て即戦力となる人材の
育成に継続して取り組んでもらいた
い。
令和５年度は、自転車事故が昨年
に比べて減少しており、交通安全の
取組が奏功している。自転車事故が
重大にならないようヘルメットの着用
推進に取り組んでもらいたい。
校則については、生徒の育成と就職
の達成の両立、また社会や家庭状
況の変化に対応すべく見直しに取り
組んでいた。

毎月の学校生活アンケートや定期の個人面談を確実に行い、悩みやいじめの早期発見・早期対応による安
心な学校環境づくりに努める。

関係機関と連携した生徒指導を行う

警察・自動車学校等と連携した交通安全教室を実施し、交通事故の未然防止に努める。非行防止等の規範
意識育成のため、各種講演会の内容充実を図る。

B

　校外指導を行い、生徒の通学マナーについて指導を行って安
全確保に努めた。自転車マナーについては交通教室を実施し
た。昨年に比べて外部からの苦情電話が減少した。

登下校指導を強化し、交通マナーの向上を図る。また、ＰＴＡとも連携し地域のイベントでの巡回や登校指導を行う。

　生徒会役員を中心に行事を主体的に実施し、スムーズな進行
が行われていた。

部活動生集会、部室等点検を行い、他の生徒の模範となるよう自覚を促す。また、他分掌と連携した広報活動を積極的に
行い、各部の活動状況や生徒の頑張りを地域や企業、中学校へ強力にＰＲする。

生徒指導部

生徒
指導課

基本的生活習慣の確立を図る

門立ち指導・みだしなみ指導を継続して行い、「挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。

Ａ

Ａ

生徒会・委員会活動・部活動の活性
化を図る

各種委員会及びリーダー、生徒会役員の育成を図り、豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実に努め
る。

Ａ

保健課

ICT等を活用した学習活動の推進

他の分掌や科、学年と協力し校務支援システムを活用することで、データを一元管理する環境を整備し、教育
活動の効率化を図る。

A

全職員がタブレット端末や校務支援システムの活用をできるよ
うに今後も引き続きICT研修を行っていく。また、ICT支援員と連
携してタブレット端末、校務支援システムの利用・活用方法のマ
ニュアル作成や他学校での活用状況などの情報を職員へ提供
していく。

一人一台端末の体制整備に合わせ、職員・生徒全員がタブレットを活用する授業を最低でも年１回は行うよう
に推進する。

A

期末考査や学年末考査終了後の数週間、生徒の集中力が低
下しないように、座学において個別活動ではなく協働的な活動
を授業に入れるなど、生徒の興味関心を引き出す工夫が必要
である。

A

学校の生徒全員に一人一台端末が
整備されて授業での活用が進んで
いる。新たな活用方法を開発し、生
徒のICT機器活用能力向上に取り組
んでもらいたい。先生方の日々の業
務においても自動採点システム等を
活用し、業務の効率化に取り組んで
もらいたい。
令和４年度に本会で提案していた中
学生保護者、中学校教員に対する
説明会を実施していただいた。公開
授業を積極的に実施し、苅田工業高
校の授業を見てもらい、選ばれる学
校づくりの先にある志願者数増加に
取り組んでもらいたい。

新学習指導要領の内容を踏まえた授業改善と、定期考査に頼らない新しい評価方法により、生徒を多面的
に評価し、個性の伸長と学力向上を図る。

興味関心を育てる工業教育の推進

ICTを活用して「ものづくり」への興味関心を高め、工業教育における基礎学力の重要性を理解させることで、
その定着と向上を図る。

A

１人１台端末や校務支援システム、リアテンダントなどの
ICT機器を学習指導や業務に効果的・効率的に使用でき
るよう、研修会やプリントを配布するなど更なる推進を目
指す。

校務支援システムの効果的な活用を推進することにより、教職員が生徒に関わる時間を確保し、有意義な学
習指導が行える体制を推進する。

教員間で自分の教科以外の研究授業参観を促すことで
授業改善を推進させる。研究授業や公開授業週間など教
員が過度な負担にならないよう参観しやすいシステム作
りも考える。教員相互間の研究授業、公開授業週間への参観を促し、学びの質を高めるための授業改善を推進する。

教務部

教務課

授業規律の遵守・授業改善

授業規律を確立させ、ICTを活用して効果的な学習指導を工夫し、授業改善に繋げるような体制を構築する。

A

A

主体的・対話的で深い学びの推進

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れ、ICTを利用して主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導、授業
改善が行えるよう、教員間で連携する。

B

教育
情報課

具体的目標 具　　体　　的　　方　　策 評価（3月） 次年度の主な課題 学校関係者評価委員会からの意見

自主自立・規範意識の向上・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の徹底
○挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。　　〇積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。
○部活動、生徒会活動等の活性化による自主・自立、母校愛と協働の精神の涵養を図る。
○５Ｓ徹底による工業人としての資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図る。

キャリア教育の推進とグローバルな感覚をもった地域に根ざした人材の育成 ○資格取得推進と進路マップによる進路意識の醸成を図る。　○インターンシップや「産業人材育成事業」を活用した体験教育の推進を図る。
○生徒自身の特性を活かせる進路希望の実現を図る。　　　　○グローバルな感覚を育成するための教育活動を展開する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりとブランド化
○「ものづくり」を通した地域貢献事業の推進と創造力の育成を図る。
○地域・中学生・保護者への学校情報の積極的で効果的な発信を行う。　○地域のボランティア活動への積極的参加を推進する。
〇地域連携を活かしたブランド化の構築を推進する。

A A

昨年の成果と課題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

　昨年の成果として、ものづくりを通して培われた技
術・技能を発揮し、全国大会において優秀な成績を収
め世界大会に出場したWRO、全国大会に出場したマ
イコンカーラリー・レスリング部・陸上部・ロボット研究
部・写真部など、生徒主体の教育活動が十分に展開
できるようになった。
　今年は、苅田町イルミネーション事業に代表される
地域との連携に加え、「チーム苅工」としての教育活
動をさらに発展・充実させ、地域に開かれた魅力ある
学校づくりと本校のブランド化を図る。確かな学力を育
成するとともに、規範意識や危機管理意識の向上に
よる安全で安心な学校づくり、５Sの徹底、行事を通し
て育む豊かな心と思いやりの精神など、工業人として
の資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図
る。また、「社会に開かれた教育課程」の視点に立っ
た地域の人的・物的資源の活用など、社会教育との
連携を深めることでもたらされる実体験を重視した
キャリア教育の推進を図る。

一人一人の人権が尊重される安全・安心な学校づくりの推進と思いやりの心の
醸成

○危機管理マニュアルの改善を図り、危機管理意識の向上と対応能力を高める。
○悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。
○人権・同和教育、薬物乱用防止教育および命の教育を推進する。
○豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実を図る。

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進 ○好奇心と創造力を喚起するＩＣＴ等を活用した学習活動の推進を図る。　　〇「ものづくり」への興味関心を育てる工業教育を推進する。
○新しい教育課程の円滑な実施と目標に準拠した観点別評価の定着を図る。　　○朝読書と連動した授業規律の確立を図る。

様式３

④福岡県立　苅田工業高等　学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画 （４月） 評　価
（総　合）

　自己評価は

　　　　A　：　適切である

　　　　B　：　概ね適切である

　　　　C　：　やや適切である

　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 「チーム苅工」として教育活動を展開し、志と自立心・思いやりの心溢れ、グローバルな感覚をもって地域産業を支えるモノづくりのスペシャリストを育成する。
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項目ごとの評価具体的目標 具　　体　　的　　方　　策 評価（3月） 次年度の主な課題 学校関係者評価委員会からの意見

自主自立・規範意識の向上・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の徹底
○挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。　　〇積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。
○部活動、生徒会活動等の活性化による自主・自立、母校愛と協働の精神の涵養を図る。
○５Ｓ徹底による工業人としての資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図る。

キャリア教育の推進とグローバルな感覚をもった地域に根ざした人材の育成 ○資格取得推進と進路マップによる進路意識の醸成を図る。　○インターンシップや「産業人材育成事業」を活用した体験教育の推進を図る。
○生徒自身の特性を活かせる進路希望の実現を図る。　　　　○グローバルな感覚を育成するための教育活動を展開する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりとブランド化
○「ものづくり」を通した地域貢献事業の推進と創造力の育成を図る。
○地域・中学生・保護者への学校情報の積極的で効果的な発信を行う。　○地域のボランティア活動への積極的参加を推進する。
〇地域連携を活かしたブランド化の構築を推進する。
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昨年の成果と課題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

　昨年の成果として、ものづくりを通して培われた技
術・技能を発揮し、全国大会において優秀な成績を収
め世界大会に出場したWRO、全国大会に出場したマ
イコンカーラリー・レスリング部・陸上部・ロボット研究
部・写真部など、生徒主体の教育活動が十分に展開
できるようになった。
　今年は、苅田町イルミネーション事業に代表される
地域との連携に加え、「チーム苅工」としての教育活
動をさらに発展・充実させ、地域に開かれた魅力ある
学校づくりと本校のブランド化を図る。確かな学力を育
成するとともに、規範意識や危機管理意識の向上に
よる安全で安心な学校づくり、５Sの徹底、行事を通し
て育む豊かな心と思いやりの精神など、工業人として
の資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図
る。また、「社会に開かれた教育課程」の視点に立っ
た地域の人的・物的資源の活用など、社会教育との
連携を深めることでもたらされる実体験を重視した
キャリア教育の推進を図る。

一人一人の人権が尊重される安全・安心な学校づくりの推進と思いやりの心の
醸成

○危機管理マニュアルの改善を図り、危機管理意識の向上と対応能力を高める。
○悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。
○人権・同和教育、薬物乱用防止教育および命の教育を推進する。
○豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実を図る。

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進 ○好奇心と創造力を喚起するＩＣＴ等を活用した学習活動の推進を図る。　　〇「ものづくり」への興味関心を育てる工業教育を推進する。
○新しい教育課程の円滑な実施と目標に準拠した観点別評価の定着を図る。　　○朝読書と連動した授業規律の確立を図る。

様式３

④福岡県立　苅田工業高等　学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画 （４月） 評　価
（総　合）

　自己評価は

　　　　A　：　適切である

　　　　B　：　概ね適切である

　　　　C　：　やや適切である

　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 「チーム苅工」として教育活動を展開し、志と自立心・思いやりの心溢れ、グローバルな感覚をもって地域産業を支えるモノづくりのスペシャリストを育成する。

B

A

A

B

A

B

A

B

B

B

A

A

B

A

A

B

A

A

A
マイコンカー、WRO、陸上、レスリン
グなど全国大会出場できて素晴らし
いと思う。
希望進路を実現した生徒がほとんど
で、３年間の指導の成果が十分に発
揮されている。

ＨＲの時間を活用し、積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。

希望進路の実現

早い段階から履歴書を活用して資格試験の意欲向上や進路への意識を向上させる。

A
個人面談を通じて、希望進路の実現を図る。

３学年

社会人基礎力の育成

「挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。

A

Ａ

・比較的落ち着いた学校生活が送れており、問題行動等
も少なかった。挨拶指導や頭髪検査など学年が一丸とな
り取り組むことができ、基本的生活習慣が身に着いた。学
校行事もリーダー学年として後輩の見本となるように指導
していくことが出来た。
・卒業後の進路も１４８名全員が進路決定して卒業式を迎
えることができ、早いうちからの進路指導が実を結んだ。
特に朝の８分間学習は就職試験において高い合格率に
つながったと考える。

Ａ

・挨拶や言葉遣い等の社会人として当たり前の言動がで
きており、次年度も継続して指導していく。
・生徒たちはインターンシップや修学旅行等の校外での
活動を通して、普段の学校生活で身に付けたことが社会
でも通用するということに気付いた。これらのことを踏ま
え、次年度は進路実現に向け、生徒一人一人に適した進
路先が見つかるようにサポートしていく。

A

進学を目指す生徒への指導も工夫
してほしい。
部活動や学校行事にも頑張って、充
実した学校生活を送ってください。
インターンシップや資格試験など、生
徒の進路に関係する取組がよく行わ
れていると思う。

工場見学や修学旅行の学校外での行事を通し、社会人としてのマナーの向上に努める。

基礎学力と進路意識の向上

教科担任と連携をとり、学習に対する前向きな姿勢を育成していく。

Ａ
講演会やインターンシップを通し、進路意識を高める。

B
個人面談を通じて、より具体的な進路目標を設定させる。

２学年

社会人としての基盤を作る

挨拶や言葉遣い等の言動を日々の生活の中で指導していく。

Ａ

登校意欲の低下や生活習慣の乱れ等に対して早期対応
できるように
①学校生活アンケートの有効活用。
②定期的な個人面談の実施。
③定期的な学年会議での情報共有。
④キャリア教育部と連携した、進学・就職先の情報提供。
を実施する。 A

特に１年生１学期は学校に慣れるこ
とに生徒は頑張っていると思う。学
校での疲れが登下校中の事故につ
ながることもある。実習中の事故防
止も含め、引き続き指導に取り組ん
でほしい。
中学から高校になって、特に運動部
に入った生徒は大変と思う。生徒の
心のケアにも配慮してほしい。

基本的生活習慣を身に付けさせ、出席皆勤を達成させる。

５Ｓの徹底

教室内における美化の徹底、勉強する環境を整える。

A
安心安全な学校生活のため、公共マナーや校則遵守の重要性を認識させる。

キャリア教育の推進

ＨＲ活動を活用し、履歴書や進路自己カルテなどを用いて、将来の自分の姿を具体的に意識させる。

公開授業では、中学校教員や保護
者、苅田町教育委員会の方々の参
加もあった。案内を出す時期を早め
れば参加者はさらに増えると思う。

各分掌と連携した各種研修の計画
的・効果的な実施

教務課・教育情報課と連携したICT研修や図書研修、生徒指導課と連携したいじめ研修やSNSに関する研修
など、各種研修を各分掌と連携し、より効率的なものにする。

学
年

１学年

社会人基礎力の育成

社会人として当たり前の言動と行動を習慣化させる。

A

A

A

A
エコデンレースで初の１，２位を達成できたこ
とは、先生方の指導と生徒の頑張りの賜物。
部活動には中学生の関心も高いので、もっと
ホームページを更新してほしい。防災意識の向上 １学期に実効性の高い避難訓練を計画、実施し、防災意識を高める。

研修課

学びの質を高めるための授業改革の
推進

ICTの活用を推進していくとともに、生徒の実態に応じた授業改善のための研究授業や公開授業を充実させ
る。

A

・適宜研修を実施することができた。次年度はより一層の充実を図るた
め、各分掌と連携したものを企画していく。特に教員向けの進路指導の
ための研修や生徒の健康管理・維持のための研修等を実施していく。
・今年度初めて中学校、中学生の保護者向けに公開授業を実施でき
た。時期や内容を精査し、より効果的なものを実施していく。

A

企画・広報課

学校情報の積極的で効果的な発信 各担当との連携を図り、学校行事や部活動の大会報告等についてのホームページの更新を迅速に行う。

A

・部活動の実績報告や行事によっては、記事の掲載までに時間
がかかった上、担当に過度の負担をかけた。
・記事の内容や写真の選定、起案、掲載までの流れを整理し、
迅速に更新を行えるようにする。
・１学期の早い段階で避難訓練を計画、実施する。



学　校　番　号

令和５年度　学校評価書　　（　計画段階　・　実施段階　）

評　価
（総　合）

項目ごとの評価具体的目標 具　　体　　的　　方　　策 評価（3月） 次年度の主な課題 学校関係者評価委員会からの意見

自主自立・規範意識の向上・５S（整理・整頓・清潔・清掃・躾）の徹底
○挨拶」「服装」「時間厳守」等、基本的生活習慣の確立を図る。　　〇積極的生徒指導により規範意識の向上を図る。
○部活動、生徒会活動等の活性化による自主・自立、母校愛と協働の精神の涵養を図る。
○５Ｓ徹底による工業人としての資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図る。

キャリア教育の推進とグローバルな感覚をもった地域に根ざした人材の育成 ○資格取得推進と進路マップによる進路意識の醸成を図る。　○インターンシップや「産業人材育成事業」を活用した体験教育の推進を図る。
○生徒自身の特性を活かせる進路希望の実現を図る。　　　　○グローバルな感覚を育成するための教育活動を展開する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりとブランド化
○「ものづくり」を通した地域貢献事業の推進と創造力の育成を図る。
○地域・中学生・保護者への学校情報の積極的で効果的な発信を行う。　○地域のボランティア活動への積極的参加を推進する。
〇地域連携を活かしたブランド化の構築を推進する。

A A

昨年の成果と課題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

　昨年の成果として、ものづくりを通して培われた技
術・技能を発揮し、全国大会において優秀な成績を収
め世界大会に出場したWRO、全国大会に出場したマ
イコンカーラリー・レスリング部・陸上部・ロボット研究
部・写真部など、生徒主体の教育活動が十分に展開
できるようになった。
　今年は、苅田町イルミネーション事業に代表される
地域との連携に加え、「チーム苅工」としての教育活
動をさらに発展・充実させ、地域に開かれた魅力ある
学校づくりと本校のブランド化を図る。確かな学力を育
成するとともに、規範意識や危機管理意識の向上に
よる安全で安心な学校づくり、５Sの徹底、行事を通し
て育む豊かな心と思いやりの精神など、工業人として
の資質の向上とコミュニケーション能力の育成を図
る。また、「社会に開かれた教育課程」の視点に立っ
た地域の人的・物的資源の活用など、社会教育との
連携を深めることでもたらされる実体験を重視した
キャリア教育の推進を図る。

一人一人の人権が尊重される安全・安心な学校づくりの推進と思いやりの心の
醸成

○危機管理マニュアルの改善を図り、危機管理意識の向上と対応能力を高める。
○悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。
○人権・同和教育、薬物乱用防止教育および命の教育を推進する。
○豊かな心の涵養を目指した学校行事等の充実を図る。

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進 ○好奇心と創造力を喚起するＩＣＴ等を活用した学習活動の推進を図る。　　〇「ものづくり」への興味関心を育てる工業教育を推進する。
○新しい教育課程の円滑な実施と目標に準拠した観点別評価の定着を図る。　　○朝読書と連動した授業規律の確立を図る。

様式３

④福岡県立　苅田工業高等　学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画 （４月） 評　価
（総　合）

　自己評価は

　　　　A　：　適切である

　　　　B　：　概ね適切である

　　　　C　：　やや適切である

　　　　D　：　不適切である

学校運営方針 「チーム苅工」として教育活動を展開し、志と自立心・思いやりの心溢れ、グローバルな感覚をもって地域産業を支えるモノづくりのスペシャリストを育成する。

B

A

A

A

A

A

A

B

A

B

A

A

　・生徒用タブレット端末の活用をさらに活性化させるべく教職員のICT活用力向上に取り組む。
　・部活動大会結果に関する学校ホームページの更新頻度をあげ、本校保護者や中学生にも本校の魅力を発信する。
　・課題研究発表については、本校生徒の取組を周知すべく中学校等に案内していく。
　・

A

WROは２年連続で全国上位の成績
を残しており素晴らしい。苅田町イル
ミネーションでは地域と連携した取
組がよく行われている。
情報技術科の生徒は大学や専門学
校への進学意識が高いそうなので、
今後も指導を頑張ってもらいたい。

グローバルに活躍できる技術者を育てるために、基礎的な学力、技術・技能の向上を図る。

地域に根付いた情報及び電気・電子
系技術者の育成

半導体人材育成事業等を通じて「ものづくり」の実践的な技術を高めるとともに、地域貢献に取り組む。

A

基礎的な技術・技能の向上及び進路
実現できる資質向上

情報技術系の資格取得を積極的に取り組ませることにより、進路意識の高揚と自己実現を目指す。

評価項目以外のものに関する意見自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・生徒が希望する資格取得のため、担任・科と連携して資
格に応じた指導を行っていく。教科内容と資格取得を連
携させながら、資格取得やものづくりを推進していく。
・出前授業等を通じて積極的に学科内容をPRしていく。
・半導体人材育成事業等を通じて、生徒にものづくりの大
切さを理解させる。

・卒業までに、少なくとも第二種電気工事士の全員取得を目指すととも
に、第一種電気工事士、２級電気工事施工管理技士、電験３種等の上
位資格を目指し、ジュニアマイスターを取得させる。
・５Sの徹底と安全指導の充実、新しい実習装置を使った内容で、実習
内容を新しく組み入れると同時に、企業の要望に合った現場実践作業
等を実習に取り入れる。
・資格取得や作業実践等により、電気の技術技能を身に付けさせ、将
来の進路実現に繋げる。
・地域・中学校に電気科のものづくりやeスポーツ等で情報を発信し、地
域に貢献する。西工大との高大連携事業を推進する。
・職員全員で、生徒に対する効果的な指導体制を整える。

A
資格の取得に熱心に取り組んでい
る。資格試験前に生徒を指導してい
ることもありがたい。
今後も即戦力となる人材の育成に
向け頑張ってもらいたい。

産業界の要請に応えられるような実践的な技術を身に付けた電気技術者の育成を目指し、ものづくりなどの
技能体験を通して技術・技能を習得させ、創造力豊かな地域人材を育てる。

安全教育の徹底と地域との連携を深
める活動の推進

A

A

実習の安全管理が徹底されている。
今後も継続してほしい。
エコデン、マイコンカーなどの生徒の
取組にも熱心に指導されている。
課題研究の発表会などの様子を学
校HPで配信すれば、もっと中学生か
らの認知も高まるのではないか。

モノづくりコンテストや匠に学ぶなどの競技会に積極的に参加させ、より高いレベルの技術・技能の習得を目
指す。

①若手教員のさらなる専門性の向上
②研修時間の確保
③ものづくり予算の確保
④資格取得合格率の向上
に取り組む。

A

A

機械科として地域に必要とされる人材
を育成し、産業界に密着した学科を目
指す。

実践的な教育内容を充実させ、産業界に必要とされるエンジニアを育成する。

A
ものづくり教室や出前授業などを積極的に行うことで、地域に密着し、開かれた機械科を目指す。また、工業
高校をより理解してもらうことで、志願者数の増加を図る。

A

工
業
科

機械科

主体的にモノづくりができる技術や知
識の向上を図り、安全教育を徹底す
る。さらにキャリアアップを目指した資
格取得を奨励する。

５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・躾）を徹底することで安全教育を推進し、実習中の事故を防ぎ、効率よく作業で
きる環境を整える。

A

電気科

卒業までに全員が第２種電気工事士の取得を目指して、学習活動を展開していき、さらに上級の資格（第１種
電気工事士試験、２級電気工事施工管理技士補・電験三種）にも積極的に挑戦させるとともに、ジュニアマイ
スターの取得を目指す。

A

産業現場が求める各種の基礎技術・技能を、ものづくりコンテストや各種大会に挑戦することで、実践的を養
う。

情報技
術科

A

資格取得による専門知識の向上と実
践的な技術を習得したグローバルに
活躍できる中堅電気技術者の育成を
目指す

５Ｓを徹底し、安全管理の意識と必要性を伝え、実習の中で実践できるように指導する。また、高大連携やも
のづくり技術の伝承を行い、職員間で、実践力を養う。

A
地域に密着した活動（エコデンレース等）を推進し、連携を深める。また、新たに、eスポーツの環境を整え、出
前授業や科通信などを通して中学生に電気科の魅力を発信する。


